

仙北市地域新エネルギービジョンの改定及び水素関連法令調査等支援業務仕様書

１．本仕様書の位置づけ
[bookmark: _GoBack]　本書は、仙北市地域新エネルギービジョンの改定及び玉川温泉水からの水素生成に係る関連法令の調査について、公募型プロポーザル方式による受託者の選定に当たって策定した業務の想定仕様である。また、受託業務の効果的な遂行に資すると受託者が考えるものについては、想定仕様に追加して提案することを妨げない。
　業務の正式な仕様は、契約締結前に調整する場合があるので、その点を踏まえて提案すること。

２．委託業務名
　仙北市地域新エネルギービジョンの改定及び水素関連法令調査等支援業務

３．目的
平成１９年２月に策定した仙北市地域新エネルギービジョンの改定にあたり、仙北市のエネルギー需給を踏まえつつ、再生可能エネルギー及び水素エネルギー等の新エネルギーの活用のあり方について検討し持続可能なまちづくりに資することを目的とする。また、玉川温泉水からの水素生成について、今後、実証実験から実用化に向けて進展させていくために課題となる関連法令を調査し、仙北市における水素エネルギーの利用促進と産業振興に資することを目的とする。

４．業務期間
　契約締結日から平成３１年３月１８日（月）

５．業務内容
　（１）仙北市地域新エネルギービジョンの改定に係る支援業務
　　ア．仙北市地域新エネルギービジョンの改定版の策定に当たり、以下の事項について調査を実施する。
　　　　・国及び秋田県の再生可能エネルギー、水素等の新エネルギーの導入戦略、目標等
　　　　・仙北市のエネルギー需給量（産業・民生・運輸部門、公共施設について、エネルギー種別毎）
　　　　・仙北市の電力消費量
　　　　・仙北市の二酸化炭素排出量（産業・民生・運輸部門毎）
　　　　・仙北市の新エネルギー賦存量及び利用可能量
　　　　・仙北市地域新エネルギービジョンにおいて重点プロジェクトと位置付けられた事業の状況
　　　　・仙北市における再生可能エネルギー及び新エネルギー利用のあり方、促進方策の素案
　　イ．上記調査結果を踏まえ、仙北市地域新エネルギービジョン（改定版）の素案を作成する。
　　　ウ．上記の再生可能エネルギー及び新エネルギーとしては、小水力、太陽光、バイオマス、水素エネルギーの他、仙北市に可能性のあるものは前広に取り上げ、課題も含め、将来的なエネルギー戦略を提案すること。
　　　エ．上記検討にあたり、第２次仙北市総合計画、SDGs未来都市計画等、仙北市の行政計画との整合について、留意すること。
　　　オ．上記素案の策定の過程において、外部有識者、市民から構成される検討会を組織し、意見を聴取しつつ、内容をとりまとめること。なお、委員の謝金、交通費については、本委託事業の経費に含めること。
　　　カ．計画策定期間は、平成31年度から、10カ年度とする。
　　　キ．上記の内容をとりまとめ、実績報告書を作成すること。
　
（２）玉川温泉水からの水素生成に係る関連法令調査業務
　　　ア．玉川温泉水からの水素生成のパイロットプラントを将来的に建設するにあたり課題となる事項について、以下の観点から調査を実施する。
　　　　・水素安全について
　　　　・水素生成パイロットプラントの立地について
　　　　・水素生成パイロットプラントで生成される廃液について
　　　　・温泉水利用について
イ．水素安全については、水素を生成する能力に応じてパイロットプラントを3種類程度想定し（例えば1,000ℓ、10,000ℓ、100,000ℓの3種類）、高圧ガス保安法等の観点から、水素の貯蔵等に係る構造設備要件及び想定される安全対策等について整理する。また、玉川温泉水から生成する気体状の水素を水素吸蔵金属に圧入する過程についても、同様の調査検討を実施する。
ウ．水素生成パイロットプラントの立地に関しては、国立公園、国有林野、かつ特別天然記念物である北投石の産出地での立地を想定し、自然公園法、国有林野の管理経営に関する法律、文化財保護法等の規制を調査し、立地に係る許可要件を整理する。
エ．水素生成パイロットプラントで水素生成の結果として生成される廃液については、アルミニウムを水素生成の原料とすることから、廃液中のアルミニウム濃度が上昇することが懸念される。水質汚濁防止法、温泉法等の観点から、水素生成の過程で生成される廃液を環境に排水する際の許容環境基準等について調査し、整理する。
オ．温泉水利用については、玉川温泉の温泉水を利用することが、温泉法上の「温泉の採取」等に該当する行為となるか、温泉水利用の権利等について調査し、温泉水利用上の法規制について整理する。
カ．上記の内容をとりまとめ、実績報告書を作成すること。

６．納品物
　（１）仙北市地域新エネルギービジョンの改定に係る支援業務
	納品物
	規格等
	部数

	①実績報告書（印刷物）
	Ａ４サイズ、両面印刷
	３部

	②実績報告書（電子データ）
	データ納品（CD-R等）
	２部

	③仙北市地域新エネルギービジョン（改定版）素案（印刷物）
	Ａ４サイズ、両面製本印刷
	２００部


（２）玉川温泉水からの水素生成に係る関連法令調査業務
	納品物
	規格等
	部数

	①実績報告書（印刷物）
	Ａ４サイズ、両面印刷
	３部

	②実績報告書（電子データ）
	データ納品（CD-R等）
	２部



７．業務の進め方
業務に関しては、契約締結後、進め方や資料確認など適宜、十分な打ち合わせ協議を行いながら業務を進めていくものとする。

８．留意事項
（１）本業務委託で作成された著作物に関する全ての著作権は市に帰属するものとする。
（２）この業務を遂行するにあたり、受託者は別添「個人情報取扱特記事項」を順守すること。
（３）この業務を遂行するにあたり受託者が第三者に損害を与えた場合、また業務遂行に際し受託者の従業員や機械・設備等に事故が発生した場合は、全て受託者の責任において解決すること。
（４）受託業務を一括して第三者に再委託することはできない。ただし、コンソーシアムとして提案した場合は、一部業務を構成員に再委託することができる。（再委託先に対し、秘密保持義務及び秘密情報の取扱い、個人情報の取扱いは自己が負う義務と同等の義務を課すものとする。）
（５）本業務は、地方創生推進交付金を受けて実施するものであることから、受託者となった場合は、関係する書類等を、業務が終了した年度の翌年度から起算して５年間は事務所に保管しておくこと。


９．その他
（１）委託料の支払いは、業務完了後の実績報告等に基づき行う。
（２）受託者は、業務上知り得た秘密を漏らしてはならない。委託期間終了後も同様とする。
（３）本仕様書に定めのない事項は、協議の上、決定する。

以上
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